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第２回国際標準対応ＷＧにて報告

4次元モデルを用いた設計-施工間の情報連携



課
題

図面や工程表の把握と現場の状況を
想像することに多大な時間を浪費。
非常に多くの図面・書類による
施工者への発注者の意図の伝わりづらさ。

4次元モデルを用いた設計-施工間の情報連携：実施目的
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発注者の業務における事業計画・施工計画に４次元モデルを用いることに着目し、その効果を確認し、
計画を検討・決定した発注者の意図を確実、そして、正確に施工者に伝達するために、４次元モデルが
どのような姿であるべきかの基本事項を示す。

●４次元モデル受領による
発注者の意図を確認

●VE提案（４次元モデル）

施工（変更・検査）設計（公示・契約）

●契約3Dモデル＋参考資料（４次元モデル）
必要にして最小限の情報、必要にして最小限のモデル構成

施工者に、発注者の意図
を確実そして正確に伝達
3次元モデル＋時間情報
を含めた4次元モデルで実現

未
来

発注者の意図

●目的

●背景

①

図面
工程表

①法面整形

発注者の業務における事業計画・施工計画での生産性の向上。

現場の状況
を想像



4次元モデルを用いた設計-施工間の情報連携：H30 実施内容
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国土技術政策総合研究所 社会資本情報基盤研究室と建設コンサルタンツ協会、日本建設業連合会
の選定員による勉強会を開催し、内容を議論。
第１回 勉強会の目標を議論。

• 発注者の意図（設計思想、想定する施工方法など）を、
確実に施工者に伝達できるような４次元モデルの姿を明確化する。

第２回 発注者の意図を、確実に施工者に伝達できるように項目を議論。
• 事業計画・施工計画に４次元モデルを用いる効果。
• 設計段階から施工段階へ受け渡す４次元モデルに対する基本事項。

第３回 「設計－施工間の情報連携のための４次元モデルの考え方」を議論。

●実務担当者との意見交換

●事業計画・施工計画に４次元モデルを活用した事例調査
時間軸

事業計画

施工計画

【発注者評価】
施工ステップの可視化により、工事の進め方や重機
ヤードなど現場の全体像をよく理解したうえで、問題
点・課題に対する意思決定を行うことができる。
全体的な施工状況と経時変化を視覚的に把握で
き、計画が適正であることの確認ができる。



4次元モデルを用いた設計-施工間の情報連携：H30年度成果とロードマップ

施工途中における施工実現性（建築限界や施工配置等）の確認。
部分的な比較検討のみではなく事業全体を配慮して工法比較。

事業計画・施工計画における効果

目的・用途をしっかり決定し、モデルの作りこみ（外形のみの簡易・完成形の詳細）も検討して、必要
にして最小限のモデル構成と情報で４次元モデル化すること。
時間情報を含む４次元モデルとして、モデルの分割は、工程表の区分とそろえておき、工程表とリンクし
た形で表現し、時間軸は前後関係がわかるようにしておくこと。
どういう条件設定で設計し施工計画を決定したか、ポイントとなる情報を含めること。

４次元モデルに求める基本事項

現実に即した詳細なモデルを、限られた時間内につくることが難しいし、モデルに表現できないところがある。

課題

H30
「４次元モデルを用いた設計施工間の
情報連携に向けた基本的な考え方」
を策定

H31～H32
「４次元モデル・５次元モデル
の利活用及び作成ガイドライン」
を策定

H33～H34
リクワイヤメントの拡充

●「設計－施工間の情報連携のための４次元モデルの考え方（素案）」の策定

●
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

３次元モデルに、工程・時間・数量・投入リソース・単価等の情報を含め、
工事情報を一元管理すると同時に、施工計画をシミュレーションしながら、
生産性の観点から適切な工事を計画する世界を目指すために、設計段階
で作成する４次元・５次元モデルの作成及び利用マニュアルを策定する。

※４次元モデルをIFC形式でデータ交換
する事を見据えて「IfcProcess」に関
する基礎調査も実施

IfcProcessへの適用検討（国際標準対応）
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IfcProcess とは、設計・施工・維持管理の作業手順を時系列
で表現した「プロセス」をIFCに則って表したもの。


